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第36回 DAAS運営委員会  議事(案) 

□日 時：2018年6月12日（火）  14:00〜16:00（予定） 

□場所：公益財団法人 建築技術教育普及センター内 第４会議室 

    千代田区紀尾井町3-6 紀尾井町パークビル３Ｆ 

TEL:050-3786-0568 DAAS 事務局 

 

□	議 事： 

 

［報告事項］ 

 

 理事長職務代行について          資料１ 

 運営に関して：これまでの打合せ報告        資料2 

 DAAS資料の著作権について         資料３ 

 会員・会費・補助金の状況          資料４ 

 動画制作報告[DAAS interview vol.014  長谷川逸子]     

 

［検討事項］ 

 

 今後の運営についての検討         資料５ 

  DAASの現状について 

 

［承認事項］ 

 職務規程(案)について          資料６ 

 

 

配布資料：  
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資料１ 

理事長職務代行について 

 

 

2018 年 6 月現在、竺理事長が病気療養中のため、DAAS コンソーシアム規約 第 3 章 第 15 条

の２ のとおり、職務代行等について副理事長の 古谷誠章氏（一社 日本建築学会会長）、もしくは 

鈴木眞生氏（公財 建築技術教育普及センター 理事長）に今後の状況を検討した上で事務局から

正式に依頼を行いたいと考えております。両副理事長には（学会は連絡担当者を介して）、事前に

竺理事長の状況について説明をしております。事務局としては、鈴木副理事長に御願いすることを

検討しております。 

 

 

 

<参考> 建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム規約  

 

（該当箇所のみ抜粋） 

 

第 3 章 役員、会長及び顧問 

（選任等） 

第 14 条 理事及び監事は、総会において選任する。  

２ 理事及び監事は、会員（法人の場合は指定代表者）の中から選任するものとする。ただし、理事のうち

２名以内、監事 1 名を会員以外の者から選任することができる。  

３ 理事長、副理事長は理事の互選により選任する。  

４ 監事は、理事又は本会の職員を兼ねることができない。 

 

（職務） 

第 15 条 理事長は、本会を代表し、その業務を総理する。  

２ 副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故があるとき又は理事長が欠けたときは、理事会があらか

じめ指定した順序に従い、その職務を代行する。  

３ 理事は、理事会を構成し、この規約及び理事会の議決に基づき、本会の業務を執行する。  

４ 監事は、次に掲げる職務を行うほか、総会又は理事会に出席し意見を述べることができる。 

(1) 財産及び会計を監査すること 

(2) 理事の業務執行状況を監査すること 

(3) 財産、会計及び業務の執行について、不正の事実を発見したときは、これを総会に報告すること 

(4) 前号の報告をするため必要があるときは、総会又は理事会の招集を請求し、若しくは総会を招集

すること 
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資料２ 

運営に関して：これまでの打合せ報告 

【第 11 期】 

2017 年 4 月 4 日 国土交通省との打合せ 

出席者：国土交通省:伊藤審議官（当時）／建築画報社:櫻井氏／ DAAS 竺理事長・武藤 

場 所：国土交通省 

<主な相談事項> 

・	 DAAS 運営問題：会員減少等／総会開催の協力依頼・理事役員の相談／DAAS 法人化についての確認 

<回答・意見：伊藤審議官> 

・	 DAAS 法人化について国土交通省として異論はない。（伊藤氏より担当の藤原専門官確認済）※その前に

運営について丁寧な議論が必要 

・	 預け先の提案（国土交通省から依頼ができるのは土木学会など） 

・	 10 年という機会で、DAAS の活動を一旦休止、最小限の運営、という案もありえる 

・	 DAAS 基本方針の再検討の必要がある 

・	 DAAS の活動を継続する場合、資料の活用方法の検討の必要がある 

 

2017 年 9 月 21 日 国土交通省との打合せ 

出席者：国土交通省:淡野課長・高嶋課長補佐（当時）／DAAS 竺理事長・本多委員長・武藤 

場 所：国土交通省 

<挨拶・相談事項> 

・	 国土交通省の担当者変更の為活動についての説明／運営の問題について報告、等 

<意見 等：淡野課長> 

・	 国土交通省としては「公的な資料の利用・活用」をしてもらうのは望ましいところ 

・	 利用収入等に関してはまた別に検討すべきでは 

・	 ”公的範囲の明確化”ののち新建築社との交渉を 

・	 国交省の支援は難しい。出来ることがあれば、というところ。 

・	 文化庁、その他預け先の検討を DAAS で行う 

・	 DAAS 自体で存続する意向があるのならば、活動の軽量化が必要都思われる。（法人設立の希望があるよ

うであれば、組織化、運営責任の明確化をしつつも活動自体を軽量化） 

 

【第 12 期】 

2017 年 11 月 15 日 第 36 回 DAAS 運営委員会 

場 所：永田町  

<検討事項・確認事項の一部として> 

・	 新建築社が、他出版社への写真貸出を行わない方針となったことについて竺理事長より報告 

・	 新建築の権利の状況について 確認 

→その後“出版社のみ”貸出をせず、一般の企業等への貸出は継続とのこと確認 

 

2018 年 1 月 17 日 設立時の権利調整についての確認（高見氏） 

出席者：長岡；高見氏／DAAS 竺理事長・本多氏・武藤 

場 所:長岡市庁舎 
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<相談事項> 

・	 設立時の権利整理の状況の確認（11/15 の運営委員会での検討を受け） 

<回答：高見氏より> 

・	 新建築社は当時委託事業としたことで資料を自由に出来なかったという印象が強かった様子。 

・	 一度新建築社と今後の契約について DAAS で相談を 

 

2018 年 2 月 2 日 第 12 期総会 

 

2018 年 2 月 27 日 竺理事長 入院の連絡 

・	 3 月 1 日に予定していた新建築社 吉田社長との打合せを延期 

 

2018 年 3 月 2 日 竺理事長より新建築社 吉田社長に電話で事務局について依頼をしたとの連絡 

・	 1)DAASを新建築社におくこと 2) 武藤はDAAS業務と新建築社の業務を兼務、2点を吉田社長に了解を

得たという連絡 

・	 新建築社に相談に行って欲しいとのこと 

 

2018 年 3 月 9 日  DAAS 事務局移動に際しての手続確認 

出席者：公財 普及センター 鈴木理事長・中川総務部長・畠山総務次長／DAAS 武藤 

<回答> 

・	 新建築の業務の兼務については普及センターとして関与をしない。 

・	 非常勤の嘱託職員という契約でも可能である（週一回から可能） 

・	 DAAS 事務局を置くことは引き受けたが、当初より業務自体を引き受ける意向はない。そのため、DAAS 事

務局を現状のように、公財）普及センターに置く場合は、業務を行う人員を DAAS で用意する必要がある 

 

2018 年 3 月 20 日 運営（移管先等）についての相談 

出席者：長岡・高見氏／武藤 

<相談事項> 

・	 新建築社への DAAS 事務局設置についての相談 

・	 その他 DAAS 移管先の検討（建築研究開発コンソーシアム） 

・	 移管先交渉を国土交通省で行っていただくよう武藤より高見氏へ依頼 

 

2018 年 3 月 22 日 新建築社との打合せ 

出席者：新建築社 吉田氏／ DAAS 武藤 

場 所:霞ヶ関 

<確認事項> 

・	 DAAS 事務局の設置について 

<吉田氏より回答と提案> 

・	 DAAS 事務局の設置、及び運営に関して新建築社で行う意志がないことを確認（竺先生の緊急の様子と

体調への配慮から電話は受けていたが、内容については理解ができていなかった、とのこと。） 

・	 新建築社として支援出来る範囲を検討したい。まずは、DAAS の PR など 

・	 武藤には、個別に ビデオ制作、データ処理等の業務委託の可能性もあり得る。 
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2018 年 3 月 26 日 DAAS 移管交渉を依頼（長岡・高見氏へメールにて再依頼） 

・	 国交省から国交省関連団体などへの DAAS 移管について再依頼 

・	 DAAS を継続する場合のメリット・デメリットや、研究開発コンソへ移管をする場合のメリット・デメリットの整理

をして送付 

・	 竺理事長の状況報告 

 

2018 年 4 月 28 日  国交省担当官 異動挨拶 於：普及センター 

・	 高嶋氏から伊東補佐へ担当が変更となる旨挨拶あり 

 

2018 年 4 月 20 日 長岡・高見氏／国土交通省 淡野課長 面談 

 

2018 年 4 月 25 日  長岡・高見氏より報告（メールにて） 

・	 DAAS の状況説明を行ったので再度 国交省 淡野課長と相談を、との連絡有 

 

2018 年 5 月 8 日 運営（移管先等）についての相談 

出席者：国土交通省 淡野課長・伊東補佐／DAAS 本多委員長・武藤 

場 所:国土交通省 

<相談事項> 

・	 竺理事長の状況報告 

・	 会員離れ、費用縮小の状況 

・	 今後の DAAS については国土交通省の意向次第。 

・	 活動を継続する場合は、国交省傘下の財団、団体の支援の必要があること 

・	 他団体に統合する方法 

・	 資料を後世に残すために預け先を検討する場合の例、など。 

<淡野課長より回答> 

・	 DAAS のサービスを最小限とし、WEB の写真のみ閲覧できるようにするのではどうか。 

・	 その場合の費用を算出、コンソーシアムを維持し会費として会員に依頼（例：100 万の場合、5 万*20 社） 

・	 最終的には文化庁 近現代建築資料館に預けることが望ましいのではないか 

・	 文化庁 近現代建築資料館受取が出来ないと以前回答があったことについては「著作権期限がいつ来る

か」などを一覧表として資料と共に渡すということではどうか 

・	 近現代建築資料館への交渉は、芦原前理事長、もしくは普及センター 鈴木理事長代行が良いと思われ

る（必要があれば鈴木氏に MLIT から依頼することも可） 

・	 普及センターへの現状や、今後についての見通しの説明は、センターの負担がないよう整理したところで

行う 

等々を、DAAS 運営委員会で検討するよう 

 

2018 年 6 月 6 日  国土交通省伊東補佐より補助金交付についての連絡 

・	 来期補助金について、獲得をするよう国土交通省で努力をする。しかし状況は年々厳しくなっている。獲

得は難しいと予想される、とのこと。 
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・	 （事務局より）補助金事業ができなければ、新規コンテンツ制作はできず実質的な活動が休止となる。その

ような中では会員離れはすすみ、即解散、資料返納の選択肢可無くなると回答。 

 

  



	

	 20180612 第 36回 DAAS運営委員会 9 

資料３ 

DAAS資料の著作権について 

 

写真・図面資料総数 11,927 件のうち著作権の状況について整理を行った表を以下に示す。（２）法人権利・

個人権利とした資料は、権利が明確でない資料であり、法人と個人の二つの権利期間を示す必要がある。 

法人権利の場合は「資料の発表年」が、個人権利の場合は「権利者の没年」がそれぞれ必要となるが、

DAAS の建築情報は、記載の「もれ」や「ゆれ」が多く正確な情報といえないものも多い。 

情報が正確でない資料については、権利期間設定の為のルールを決める必要がある。例えば、個人に権利

があり、存命の場合は、どの程度の期間を設定すればよいか（例：現在 30 歳であれば、今後 50 年活躍し、その

後 50 年で権利が切れる、等をルールとする、など）や、法人権利の場合、建築作品の竣工年を「発表年」の目

安とする方法などが考えられる。 

＜写真・図面資料 11,927 件の権利情状況＞ 

権利者の分類 件数 ％ 権利期間 

(1)法人権利(新建築社+不明１含) 7,823 件 65.59% 発表後 50 年 

(2)法人権利・個人権利(エスエス社+不明１含)※ 2,015 件 16.89% 発表後 50 年/没後 50 年 

(3)JIA-KIT 建築アーカイヴス 1,068 件 8.95%  

(4)個人権利(写真家・設計者等) 1,021 件 8.56% 没後 50 年 

全体数 11,927 件 -  

※建築情報登録や写真依頼を行ったが、写真未納品・もしくは写真がないものを含む（790 件） 

【補足説明】 

(1)の「法人権利」とした資料について 

権利者名に「団体名」・「企業名」のみの表記、もしくは「新建築社」の写真 

※	 著作権期間算定のルール（案） 発表年はいつかを調べ、明確でない場合は竣工年に 50 年を足して権

利期間の目安とするか。 

（4）の「個人権利」とした資料について 

権利者名等に「写真家個人名」「個人名」のみの記載となっているもの 

※	 著作権期間算定のルール（案）個人が生存しているかどうかを確認し、生存の場合、没年を何年先とみる

か。それに 50 年後を足して権利期間とするか。 

 (2)の「法人権利・個人権利」となっているものについて 

権利者名等に「所属団体名と写真家名」があるもの、またはゼネコン等で版権をゼネコンが保持している可

能性が高いもの／もしくは「撮影者不明」となっているもの 

※	 著作権期間算定のルール（案） 前述の（１）と（４）の算定ルールをあわせて提示するか。 

現在確認できた法人権利の著作権期限の一部（6005 件対象※全体の５０％） 
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会員・会費・補助金の状況                                                                                    資料４ 

会 員 数 ： 当初の会員数から団体会員増加（6団体→10団体）、企業会員減少(22社→20社※) 

理事会員数： 企業の理事会員は 10 から４へと減少（会費減額に大きく関わっている。）  

会    費 ： 設立時より全体で半減という状況（規約改定実施：第 10 期企業会費減額、第 12 期理事会費減額） 
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補助金の状況                                                                                           
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資料５  

今後の運営についての検討 

 

整理：DAASの事業と費用について（現状） 

・	 資料の維持・保全とシステムの管理・改善 

①	 Web サイトでの資料閲覧サービスの提供 

クラウドサービスの活用：低解像度閲覧データの保管等含む／Web 制作会社による保守／データ閲

覧にかかるセキュリティ対策の実施／ドメインの管理 

②	 高解像度データの維持・保全 

外部利用にも対応する RAW データの管理（ＨＤＤ）／データの事務局保管／遠隔地による保管 

・	 新規コンテンツの作成事業（補助金を利用） 

③	 VR 制作／動画制作／デジタル画像の制作／新規コンテンツの Web 掲載の為のシステム改善 

 

国土交通省からの提案(2018 年 5 月 8 日付) 

 

・	 DAAS のサービスを最小限＝「Web サイトでの写真閲覧のみ」のサービスとする→前述① 

・	 最小限のサービスを行う為の費用を算出し、コンソーシアムの会費によりＤＡＡＳを維持（例：費用 100 万の

場合、5 万*20 会員 など） 

・	 資料（高解像度データ）の保管先は文化庁 近現代建築資料館が望ましいのではないか→前述② 

・	 文化庁 近現代建築資料館から受取が出来ないと以前(2016 年 12 月)交渉時に回答があったことについ

ては、著作権が切れる期日を整理した目録と供にデータを渡し「期限がきたものから利活用できるように」と

いうことで交渉する。（仮に 3 年間などの資料の整理、資料館との交渉期間を設定し、費用が足りない場合

はボランタリーな人員を要請する、などで対応） 

・	 文化庁 近現代建築資料館への交渉役 候補として：芦原前理事長、公財）普及センター 鈴木副理事

長（必要があれば鈴木氏に国交省から依頼することも可能である、とのこと） 

 

国土交通省からの提案内容について（事務局としての意見） 

①	“最小限”の活動の詳細と費用の整理について 

WG にて算出した金額 約 100 万（別紙１収支シミュレーションの表を参照 2016 年作成）活動範囲は以

下シナリオ設定のうちの“Ｄパターン”となる。ただし、人件費や諸経費等が見込めないため、“全ての事

務業務等は他団体への支援が得られる場合のみ“という条件となる。 

 

 

問題点 
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Ø 企業会員の退会に歯止めがかからない → 企業メリットが少ないうえに、会員を 10 年以上続けて

きた現在もＤＡＡＳの発展的な展開が見込めないため、会費を継続して支出する意義を見いだせ

ない。 

Ø 大幅な会費減額を行っても「最小限の維持（Web サイトでの資料公開／資料の維持・管理）」に対

して、会員に継続して会費支援を依頼することは難しいと考える。（本件は、会員の方々の“声”“意

見”収集が必要と考える）→国土交通省からの提案では問題を解決できないのではないか。 

 

②	高解像度データの保管 

文化庁 近現代建築資料館への資料収蔵の可能性、その他保管先の可能性 

問題点 

Ø 恒久的な資料の保管先候補として文化庁 近現代建築資料館が挙がっているが「写真は一切引き

取らない」という回答であった。（芦原前理事長から交渉 2016 年 12 月時点） 

Ø 担当者から文化庁への交渉は不可能。国と国との調整が必要と思われる。（資料館設立時は鈴木

博之前理事長、その後、芦原理事長からも協力を呼びかけたが資料保管は実現していない）。 

Ø 資料の保管先の目処がたたないまま、大幅に活動と費用の縮小を実行すれば、会員減少と併せ

て実質的な活動の停止という状況に追い込まれる。常駐職員不在の場合事務局を現在の公財）普

及センターに置くことは不可能ということから、事務局の実態もなくなり資料の保管場所もなくなる。 

 

③	新規コンテンツの作成事業（補助金利用） 

Ø コンテンツ制作は補助金事業で実現している。但し来期から補助金の交付は難しくなる。交付され

なければ、活動は縮小せざるを得ない。 

 

民間企業の退会に歯止めがかからないことから、DAAS の運営はますます現状維持が難しくなっている。 

今後の方向性を見定め早急に行動を起こすことが必要である。移管・解散、または国土交通省の提案する

「サービスの縮小」などが選択肢として検討されるが、仮に、「最小限のサービスの提供」に絞る場合、実質的な

活動が見られない団体への会員の支援はますます難しくなると考えられ、状況は悪化することが考えられる。 

国土交通省の補助金の交付が止まる場合も同様に実質的な活動が停止し、会員の退会が増え、解散という

状況においこまれることになるのではないか。 

仮に、解散になったとしても、高解像度データの引き継ぎ場所が決まらなければ、資料は国に返納となり、国

での予算が確保されなければ、資料は死滅、散逸といった状況になる可能性は高い。 

国土交通省は、DAAS の継続を希望しているものと思われるが、実現のためには、各方面への働きかけ、費

用の支援先、運営先の決定を国土交通省が主導する必要があるのではないか。 

DAAS-Web サイトの公開のみによる最小限の活動で、現在のコンソーシアム形式を維持・継続するならば、

その必要経費を明確にし、国土交通省が主体となって、協力を各方面に依頼するなどの方法を早急に検討す

ることが必要であると考える。 

 

※DAAS の資料は DAAS-Web サイトでの公開のみ権利者より了解を得ている。（＝一般に広く利用してもらう

為には、DAAS-Web サイトの維持・管理が必要となる） 
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資料６ 

職務規程（案） 

 

以前より、職務規程、特に退職金規程についての設定が必要ではという意見を頂いておりました

が、今期の状況から職務規程について具体的に制定する必要があると考え、以下、案を提出いたし

ます。（社労士事務所の「退職金規定の作成例について」を参考に作成 https://www.mykomon.biz/） 

 

建築・空間デジタルアーカイブスコンソーシアム 退職金規程（案） 

 

（総則） 

第 1 条 この規程は、社員の退職金について定める。 

 

（支給条件） 

第 2 条 退職金は、勤続満 3 年以上の社員が、次の各号のいずれかで退職するときに支給する。 

1. 定年 

2. 役員への就任 

3. 死亡 

4. 会社都合 

5. 自己の都合 

6. 休職期間が満了しても復職できないとき 

 

（算定方法） 

第 3 条 退職金は、退職時の基本給に支給率を掛けることによって算出する。 

2 支給率は、勤続年数と退職事由によって定めるものとし、別表のとおりとする。 

 

（端数処理） 

第 4 条 勤続年数の算定において 1 年未満は月割とし、1 ヶ月未満は 15 日以上を 1 ヶ月とし、14 日以下は切り捨てる。 

 

（解雇者の取扱い） 

第 5 条 懲戒処分によって解雇された者の退職金の取扱いは、次のとおりとする。 

1. 懲戒解雇のとき―支給しない 

2. 諭旨退職のとき―情状により第 3 条の算定式で算出された額の 50%以上を減額する 

 

（功労金） 

第 6 条 在職中とくに功労があった者に対しては、退職金のほかに功労金を支給する。 

2 功労金は、第 3 条の算定式で算出された退職金の 30%を上限とする。 

 

（支払方法） 

第 7 条 退職金は、その全額を一時金として支払う。 

 

（支払手段） 

第 8 条 退職金は、通貨によって直接本人に支払う。ただし、本人が口座振込みに同意したときは、口座へ振り込むことに

よって支払う。 

 

（支払時期） 

第 9 条 退職金は、退職日から 2 週間以内に支払う。 

 

（支払遅延） 

第 10 条 前項に規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する者については一定期間支払いを遅らせることがあ

る。 

1. 後任者との業務引き継ぎを十分に行わないとき 

2. 会社の貸与品を返還しないとき 

3. 会社の貸付金を返済しないとき 

4. その他退職にあたり会社に指示命令に従わないとき 

 

（死亡退職のときの取扱い） 
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第 11 条 社員が死亡したときは、退職金は遺族に対して支給する。遺族の範囲および順位については、労働基準法施行

規則第 42 条から第 45 条までを準用する。 

 

（受給権の処分禁止） 

第 12 条 この規定により退職金を受ける権利は、譲渡し、または担保に供することはできない。 

 

（規定の制定、改廃等） 

第 13 条 この規定の制定、改廃は、運営委員会の議決による。 

 

（付則） 

この規定は、平成○年○月○日から施行する。 

 

（別表） 

勤続年数 会社都合 自己都合 

1 － － 

2 － － 

3 2.0 1.7 

4 3.0 2.55 

5 4.0 3.6 

6 5.0 4.5 

7 6.0 5.4 

8 7.5 6.75 

9 9.0 8.1 

10 10.5 9.45 

11 12.0 14.4 

12 13.5 12.15 

13 15.0 14.25 

14 16.5 15.68 

15 18.0 18.0 

16 19.0 19.0 

17 20.0 20.0 

18 21.0 21.0 

19 22.0 22.0 

20 23.0 23.0 

21 24.0 24.0 

22 25.0 25.0 

23 26.0 26.0 

24 27.0 27.0 

25 28.0 28.0 

26 28.5 28.5 

27 29.0 29.0 

28 29.5 29.5 

29 30.0 30.0 

30 以上 30.5 30.5 

 

 




